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１．われらが思う青年は
どの時代でも、青年たちを批判的に評価する声があるよう

です。「今の若者たちは甘えすぎている」「昔の苦労を知らな
いから忍耐力がない」などという言葉を耳にすることがあり
ます。

しかし、そう単純な話ではないと思います。これまで多く
の青年たちと話してきましたが、どの青年も自分の人生を真
剣に考え、悩み、懸命に生きていました。確かに昔とは時代
が違います。しかし苦労がなくなったわけではありません。
進学や就職、人間関係、将来への不安など、それぞれの重荷
を背負いながら生きています。大人の目には見えないところ
で悩み、苦しみ、傷つきながらも、あきらめず信仰をもって
生きようとする青年たちがたくさんいるのです。聖書こそ、
青年たちを成長していく希望の存在として見ています。教会
は青年たちを評価する前に、まず理解し、受け止め、共に歩
もうとする姿勢が大切ではないでしょうか。

２．あなたにとって聖書の御言葉は
詩編119編1節はこう語ります。「いかに幸いなことでしょ

う。まったき道を踏み、主の律法に歩む人は。」 多くの人は、
良い学校、良い仕事、経済的な安定、理想の結婚などを幸せ
の条件として考えます。しかし聖書が語る幸いとは、何かを
手に入れることではありません。どのような道を歩むのか、
誰と共に歩むのかにあります。神さまと共に歩むその道その
ものが、すでに幸いであると教えられています。

主の律法とは、神の御言葉です。私たちは聖書を読むとき、
つい「自分を慰めてくれる言葉」「恵みを与えてくれる言葉」

「勇気づけてくれる言葉」を探してしまいます。まるで宝探
しをするように、聖書アプリを開いて「愛」「恵み」「助け」
といった言葉を検索した経験のある方もおられるでしょう。
もちろん、私たちは御言葉を通して力と勇気を得るでしょう。
しかし詩編119編は、それ以上に大切なことを教えています。
本文の中には、「主の律法に歩む」（1節）、「主の定めを守る」（2
節）、「あなたの命令を固く守る」（4節）、「あなたの掟を守る」

（5節）という言葉が繰り返されます。つまり、聖書の御言葉
は、ただ読むためのものではなく、聞き従うために与えられ
たものです。

ヤコブの手紙1章22節は、「御言葉を行う人になりなさい。
聞くだけで終わる者になってはいけません」と教えています。
本文3節には、「主の道を歩みます」とあります。礼拝で聞い
た御言葉を家庭や学校、職場へ持ち帰り、日々の生活の中で
実践していくことです。御言葉に従って誰かに優しい言葉を
かけること、赦すこと、誰かのために祈ること、誠実に生き
ること。そのような一つ一つの選択の中に、本当の幸いがあ
るのです。

３．御言葉どおりに道を保つ
9節は青年たちに大切な問いを投げかけています。「どのよ

うにして、若者は歩む道を清めるべきでしょうか。あなたの

御言葉どおりに道を保つことです。」
青年時代は、進路や仕事、人間関係など、多くの選択に追

われる時期です。どの学校に進むのか、どの仕事を選ぶのか、
誰と一緒に人生を歩むのか。青年たちは日々、さまざまな決
断を迫られています。

私自身も青年時代、自分の将来に迷い、不安を抱えていま
した。特別な才能があるわけでもなく、経済的な余裕もあり
ませんでした。将来への漠然とした不安を抱えながら歩んで
いたことを今でも覚えています。そんな私を支えてくれたの
が、大学生のときから始めた毎日のQT（ディボーション）
の時間です。日々の御言葉の黙想が、すぐにすべての問題を
解決してくれたわけではないが、不思議に平安と勇気が与え
られました。そして人生において本当に価値あるものが少し
ずつ見えてきました。振り返ってみると、神さまは御言葉を
もって最も良い道を備えてくださったのです。

現代はSNSやAIによって情報があふれています。分からな
いことがあれば、すぐに検索して答えを見つけることができ
ます。しかし人生の本当の方向を示してくれるのは、神の御
言葉です。情報は知識を与えますが、御言葉は人生を導きま
す。だからこそ青年たちには、毎日少しずつでも御言葉を読
み、祈る習慣を持ってほしいと願います。その積み重ねが人
生を支え、進むべき道を照らしてくれるからです。

４．幸いな青年を育てる使命
最近、総会のどの教会でも「青年が少ない」という声を耳

にします。かつて青年たちの居場所であった「全協」の働き
も、いつの間にか見えなくなってしまいました。

この時代にこそ必要なのは、御言葉によって青年たちを育
てることだと確信します。それこそが、どの時代にも変わる
ことのない教会の使命です。御言葉は必ず見えないところで
人を造り変えます。人生の土台を築き、信仰の根を深く張ら
せます。そして人生の岐路に立ったとき、進むべき方向を示
してくれます。今の青年たちに本当に必要なのは、御言葉で
す。教会は御言葉を教えることを怠ってはなりません。今こ
そ教会は、「どうすればもっと多くの青年が集まるのか」で
はなく、「どうすれば神の御言葉を青年たちに届けることが
できるのか」を真剣に考えるべきです。

つい最近、教会では「クリスチャンの恋愛」をテーマに青
年たちと聖書の学びを行いました。青年たちは大きな関心を
持ててくれました。青年たちは決して御言葉に無関心なので
はありません。自分たちの人生の問題について、神さまが何
を語っておられるのかを知りたいと願っているのです。

今こそ共に聖書を開く場を設けていきたい。共に御言葉を
学び、語り合い、祈り合う場を設けていきたい。御言葉の豊
かさを体験できる共同体を築かなければなりません。在日大
韓基督教会のすべての教会が、神の御言葉をもって幸いな青
年たちを育てる使命を果たしていくことを願います。そして
青年たちが御言葉によって養われ、主と共に歩む幸いな人生
へと導かれていきますように。

幸いな青年
＜詩編119：1～9＞

李　成　俊　牧師（京都教会）
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2026年６月８日（月）、日本基督教団会議室において「第57回 
在日大韓基督教会と日本基督教団との宣教協力委員会」が開催さ
れた。

参加者は在日大韓基督教会から張慶泰総会長をはじめ８名、日
本基督教団から雲然俊美総会議長をはじめ11名であった。委員会
は前回記録（第56回）確認がされ、両教会の紹介と課題の報告の
時間があった。

昼食休憩後、主題講演が「いつも＜日本人ファースト＞だった 
―関東大虐殺・文化ジェノサイド・ヘイトクライム」と題をもっ
て前田朗先生（東京造形大学名誉教授・刑法学者、日本友和会理
事）を講師に
し、応答には
鄭守煥総幹事
が担当した。

2026年「 平
和 メ ッ セ ー
ジ」について
具体的な修正
内容と追加内
容について確
認があった。

去る６月14
日、宣教委員
会主催の伝道
セミナーがオ
ンラインで開
催され、66人
が参加した。

「わたしたち
の教会に再び
命が満ちあふ
れるために」
を主題に、横
浜教会の李明
忠牧師が２つ
の視点から講
義した。
（1）神様が

人々を送られ
る教会。教会
は神に集められた群れであり、神が信頼して人を送る教会であり
続けることが重要である。（2）そのために必要なこと。人間的な
技術ではなく、一人ひとりの信仰によって霊的環境を守ることが
不可欠となる。具体的には、①イエス様が主となられる教会、②
神の御心を理解する教会、③御心に従う教会の三つの目標が示さ
れた。まとめ-教会は神が人々を送る場所である。神が安心して
魂を託せる教会へと私たちが変えられる必要がある。

今回のセミナーは、直面する宣教的困難の中で、在日大韓基督
教会の各教会が回復し成長するために、どのような信仰を持ち、
共に行動すべきかを深く考える豊かな機会となった。

オンラインで伝道セミナー開催
主題「わたしたちの教会に
　　再び命が満ちあふれるために」

宣
教
委
員
会

2026年５月24日、京都南部教会において
関西地方会の諸教会から大勢の信徒が集ま
る中、柳綏美長老将立式、安恩實勧士就任
式、鄭悦好執事按手式が執り行われた。

礼拝では堂会長新井由貴牧師の司会によ
り、趙永哲牧師の「キリストに倣いて」（マ
タイ16：23～24）という題の説教がなされた。

引き続き行われた柳綏美長老将立式は関西地方会長金鍾権牧
師の司式によって紹介、誓約、按手、宣布の順に行われた。

安恩實勧士就任式、鄭悦好執事按手式は堂会長の新井由貴牧
師の司式で執り行われた。

この度、京都南部教会の視務長老として将立された柳綏美長
老は、1970年韓国で生まれ、2014年から本教会の執事、勧士と
して仕えた。

2026年6月21日午後、名古屋では李辰龍
長老将立式挙行、申龍勧士就任式が盛大に
執り行われた。

堂会長の金明均牧師の司会によって開会
された礼拝は、李珍容牧師（豊田めぐみ伝
道所）が「祭司アロン」（レビ記8：1−5）
という題で説教をした。

李辰龍長老の長老将立式は中部地方会長の李珍容牧師の司式
により紹介、誓約、按手祈祷、宣布で執り行われた。

引き続き堂会長金明均牧師の司式のもと申龍勧士就任式が行
われた。

この度名古屋教会の視務長老として将立された李辰龍長老
は、1976年、韓国ソウルで生まれ、2014年から本教会の執事と
して奉仕した。

  家族は夫人の柳朱燕執事と１男１女がいる。

京都南部教会柳綏美長老将立式
勧士就任式、執事按手式も兼ね挙行

名古屋教会李辰龍長老将立式
申龍勧士就任式も兼ね挙行

関
西
地
方
会

中
部
地
方
会

第57回在日大韓基督教会と日本
基督教団との宣教協力委員会

女性教職者・長老との
座談会開催

関
西
地
方
会
関西地方会女性部は2026年５月16日（土）、KCCにおいて「第

５回女性教職者・長老との座談会」を開催し、17名が参加した。
「主から与えられた賜物が生かされるために」をテーマに発

題が行われ、石橋真理恵牧師（全国女性会）は「総会やKCC組
織における女性総代・牧師・長老の割合」などの現状を考察し、
鳥取県の取り組みをヒントに「クォーター制」を提案した。

続く金恵栄長老（大阪）は、自らの家族史から見えた価値観
や他者との関係性に向き合い、個々の枠組みを超えて賜物を活
かし合う「協働」の大切さを訴えた。

（報告：柳綏美）
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2026年日韓合同異端・新興
宗教対策セミナー開催
韓日合わせて46人が参加して意見交換
去る６月11日～ 12日、麗水（ヨス）の平康教会で開催された「韓

日キリスト教合同異端・カルト対策セミナー」では、東京高等
裁判所が世界平和統一家庭連合（統一教）に対して下した「宗
教法人解散命令決定」が焦点となった。

今回のセミナーには、日本側の異端・カルト専門家15名と韓
国側の異端専門家31名が参加し、両国の異端・カルトの動向や
被害の実態、対応戦略などについて幅広く意見交換を行った。

韓日両国の異端対策における協力は、日本キリスト教団と大
韓イエス教長老会（統合）が合同で2004年から始まり、その後、
韓国と日本を行き来しながら定期的に開催されてきた。KCCJ
からは、宣教委員長の李重載牧師と金柄鎬牧師が出席した。

第１講の講演の『現代宗教』の卓志元所長は、「2026年、オン
ライン・オフラインへと進化する韓国内外の異端の布教戦略と

2026年4月17日から21日、タイ・チェンマイにて開催された
アジア・キリスト教協議会（CCA）主催のAEYA2026に参加し
ました。23か国202名の若者が「Break Every Yoke（すべてのく
びきを解き放て）」をテーマに信仰と社会課題について共に考
えた５日間でした。

今回最も強く感じたことは、アジアの豊かな多様性の中に息
づく一致の精神です。礼拝の形式や神学的な強調点は国・地域
によって様々でしたが、「共に生きる」というエキュメニカル
な精神が参加者を結びつけていました。異なる教派や背景を持
つ者同士が共に笑い、祈り、過ごした時間を通じて、違いを超
えた連帯を直接体感できたことは大きな恵みでした。

次に深く心に残ったのは、隣人愛についてです。私はドラフ
ティングチームへの参加を英語力への不安から一度辞退しよう
としました。しかしリーダーの「成長の機会になる」という温
かい言葉に励まされ、チームに残ることを決めました。仲間の
助けを借りながら共同宣言を完成させたこの経験は、隣人愛と
は共に生きる過程においてこそ経験できるものだと実感しまし
た。

また、メンタルヘルスをテーマとした対話では「悩んでいる
とき周囲にどう接してほしいか」という問いに対し、回答が人
によって大きく異なることを知りました。人に寄り添うために
は、相手が何を求めているかをまず丁寧に確認することの大切
さを改めて実感しました。

AEYA2026の参加を通して各国の若者が社会課題に信仰を
もって向き合う姿にも深く感銘を受けました。日本では社会問

第5回アジア・エキュメニカル・ユース・
アセンブリー（AEYA2026）活動報告

濱 名 佳 純（大阪北部教会）

題への関心を共感してもらえる機会が少なく、もどかしさを感
じることもありましたが、同じ問題意識を持つ仲間との出会い
は、これまで考え続けてきたことは間違いではなかったという
確信を得るとともに、臆せず行動する勇気をいただきました。
そして、今回の最大の収穫はアジア各国に志を同じくする仲間
ができたことです。一人ではなく共に歩む仲間がいることは心
強く、行動へと踏み出す力となります。この出会いを大切にし
ながらアジアそして世界全体のために貢献できるよう尽力して
まいります。

最後となりますが、このような貴重な機会を与えてくださっ
た教会の皆様に心より感謝を申し上げます。鄭守煥牧師、鄭詩
温牧師をはじめ、ご支援とご祈祷をいただいた全ての方々のお
支えに感謝いたします。今後もアジアの仲間とのつながりを大
切にしながら歩んでまいります。

対応策」というテーマで、韓国内の異端である「新天地」、「神
の教会」、「救援派」（キリスト教福音バプテスト会のクォン・シ
ンチャン、ユ・ビョンオン系、大韓イエス教バプテスト会のイ・
ヨハン系、パク・オクス系）、 麗水エキスポを通じて勢力を拡大
した「統一教」、「エホバの証人」、「安息教」、「モルモン教」、そ
して注目すべき異端として「全能神教」（中国の異端、別名東方
雷、国内数千人の勢力、新天地よりも過激,且つ執拗な戦闘的）、 

「JMS」（チョン・ミョンソク）、「恵み教会」（イエス様は嘘つき、
聖霊様は女性と推定、脱穀場）、「イエス教連合聖潔会」（イ・ス
ジン牧師）などを列挙し、異端の動向を紹介した。

続いて、第２講の講師である「日本キリスト教団カルト問題
連絡会」の幹事、齋藤篤牧師は、「統一教会の解散命令と今後の
課題」をテーマに講演し、日本の司法が統一教会の解散を決定
した背景と、今後残された課題について詳しく説明した。

齋藤牧師は「今回の解散命令は、単に特定の宗教団体に対す
る行政的制裁ではなく、数十年にわたり続いてきた組織的な被
害構造に対する司法的判断である」とし、「統一教問題は宗教論
争の次元を超え、深刻な社会問題であり人権問題である」と強
調した。

卓志元所長 齋藤篤牧師

℡03-6458-0633

エリム鍼灸整骨院
20年以上の経験を持った日本国家公認資格証を
保有した職員が治療をお助けいたします。
　　　指圧コース・注文管理・総合健康管理

KCCJ盤石教会 金鎬烈按手執事（080－6784－8655） 
　　　　　　　柳繡珍勧士（070－2170－8655）

東京都江戸川区西小岩４-14-15 １階 (JR総武線小岩駅徒歩5分)
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キリスト教界の反応
1986年に「統一原理問題連絡会（2018年に『カルト問題連絡会』

に改称）」が組織されて以来、約40年間にわたり、統一教会に
よる被害の実態に基づきその危険性を警告し、対策を訴えてき
た「日本キリスト教団カルト問題連絡会」は、今回の東京高等
裁判所の決定を妥当なものとして評価し、 「宗教法人の解散命
令を支持すると同時に、献金被害者への弁済など清算手続きが
進められることを望む」と3月6日に声明を発表した。声明は統
一教会の反社会的な活動に言及した後、次のように訴えた。（日
本基督教団ホームページ）
「統一教会は宗教法人の解散命令を受けたが、日本国憲法第

20条に規定された『信教の自由』に基づき、今後も宗教団体と
しての活動は保障される。今後も統一教会の活動を注視しつつ、
被害問題に対して誠実に対応していく。また、今回の宗教法人
解散命令は、統一教会が『何を信じているか』という理由では
なく、『どのような方法で、どのような人権侵害や違法行為を
行ってきたか』という理由で下されたものである。

しかし、宗教法人法が濫用され、「何を信じているか」とい
う理由だけで政府によって解散命令が下されるようなことが
あってはならない。今後も宗教法人法が適切に運用されてい
るか、その動向を見守っていく。また、統一教会の信徒、脱会
信徒およびその家族であるという理由だけで不当な差別が行わ
れ、かえって被害者の救済が遠のくことのないよう、この問題
に対する理解が広く浸透するよう引き続き努力していく。」

解散後の手続き
前述の通り、解散命令が確定したため、統一教会は法的な清

算手続きに入る。裁判所が指定した清算人が資産を管理し、債
務や被害者への補償問題を整理することになる。しかし、宗教
法人の地位を失ったからといって、宗教活動そのものが完全に
禁止されるわけではない。日本国憲法が信教の自由を保障して
いるためである。しかし、宗教法人の地位が失われると、税制
上の優遇措置がなくなり、組織運営にも相当な制約が生じると
予想される。

最近、日本のメディアや市民団体の一部からは、統一教が解
散命令後の事態に備え、資産を他の宗教団体に移そうとする動
きがあるのではないかという疑惑が提起されている。特に議論
されている対象の一つが、北海道に位置する「天地正教」とい
う宗教団体だ。いくつかのメディア報道によると、統一教関連
の資金がこの団体を通じて管理されたり、移動されたりする可
能性があるという疑惑が提起されている。

この問題について、全国霊感商法対策弁護士連絡会は強い懸
念を表明している。同連絡会は以下の点を指摘した。

第一に、解散命令後、宗教法人の資産は被害者の救済と債務
整理に充てられるべきであるという点だ。もし資産が他の団体
に移転されれば、被害者への補償に大きな支障が生じる恐れが
ある。

第二に、宗教団体間の組織的な連携を通じて資産が移動した
場合、法的追跡が非常に困難になる可能性があるという点だ。

第三に、こうした事態を防ぐため、日本政府と裁判所が資産
管理に対する厳格な監視体制を整えるべきだという主張だ。

この問題は、日本の政界やマスコミでも重要な争点となって

いる。特に一部の国会議員は、解散命令後に統一教の資産が海
外や他の宗教団体へ移動する可能性について、政府の対応を求
めている。被害者団体もまた、資産隠匿の可能性について強い
懸念を示している。

全国霊感商法対策弁護士連絡会は、「統一教の解散命令の目
的は、単に法的地位を剥奪することではなく、長年にわたる被
害問題を解決することにある」との立場を明らかにした。資産
の移転や隠匿が発生した場合、解散命令の実質的な意味が弱ま
る恐れがあるということだ。全国霊感商法対策弁護士連絡会は、
今後も被害者支援と法的対応を継続していくとした。

韓国への影響
今回の判決は日本裁判所の判断であるため、法的効力は日本

国内の宗教法人に限定される。したがって、韓国で活動する同
教団の組織に自動的に適用されるわけではない。しかし、いく
つかの間接的な影響は避けられないものと見られる。

第一に、財政的な影響である。日本は長きにわたり、統一教
会の重要な財政基盤の一つとして知られてきた。日本国内での
資産整理や被害者への補償手続きが本格化すれば、国際組織の
運営にも負担が生じる可能性がある。

第二に、国際的なイメージの問題である。日本で解散命令を
受けた宗教団体であるという事実自体が、国際社会における認
識に影響を与える可能性があるためだ。

第三に、韓国社会内部での議論の再燃である。韓国のメディ
アも今回の判決を主要ニュースとして取り上げており、過去の
献金問題や宗教2世問題などが再び注目されている。

日本の今回の判決は、韓国において宗教と社会の関係につい
て再考させるきっかけとなる可能性がある。韓国ではすでに新
天地問題をめぐる社会的論争があった。新型コロナウイルスの
初期における大規模な集団感染事件以降、新天地に対する社会
的批判が強まった。 

一部の専門家は、日本の統一教会判決が韓国においても、宗
教団体の規制や被害者保護の問題に関する議論を再び引き起こ
す可能性があると見ている。

結び
2026年に日本で下された統一教の解散命令判決は、単なる宗

教事件にとどまらず、日本社会における宗教と政治の関係、そ
して宗教の自由と社会的責任のバランスを改めて問う重要な事
例となった。

宗教の自由は民主主義社会の核心的価値であるが、同時に、
宗教活動が社会的被害をもたらす場合、国家や社会がどのよう
な形で対応すべきかという問題も提起される。

日本のメディアの論調からも確認できるように、今回の判
決は被害者保護という観点からその意義が認められる一方で、
宗教の自由に対する慎重なアプローチが必要であるという点も
同時に示している。また、日本の国会予算委員会で提起された
TM報告書を巡る論争は、政界と宗教団体との関係を見直す契
機となっている。今回の判決は、統一教の発祥地である韓国を
含め、宗教と政治、そして市民社会の関係について再考させる
重要な契機となる可能性が高い。

日本の統一教、解散命令の決定と今後の方向性（3）
－日本メディアの反応と政界での論争、そして韓国に及ぼす波紋－特集
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